
+ 

ｇｆｔｖ 

 

  

   

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文責：校長  201９年 ６月 ７日（金）№８ 

今週の４日（火）、５日（水）に県南中体連総合体育大
会が開催され、各会場で熱戦が繰り広げられました。 
女子バレーボール部、女子バスケットボール部、サッ

カー部、女子卓球部、男女ソフトテニス部、特設剣道部
とも、それぞれ団体戦や個人戦でベストを尽くし、最後
まで素晴らしい試合を見せてくれました。 
その結果、ソフトテニス女子個人戦では、菊池さんと

片野さんのペアがベスト８入賞を果たし、県大会への出
場権を得ることができました。 
また、今年度、バスケットボール部は、部員が3年生

３名となってしまい、大会出場が危ぶまれました。しか
し、文化部から２名の応援参加を得て、短い期間ではあ
りましたが、集中して練習を積み、本大会に臨むことが
できました。結果は1回戦敗退でしたが、５名が心を一
つにして、最終ピリオドでも互角の戦いを繰り広げるな
ど、最後まであきらめずに戦う姿は感動的でした。 
県南総合体育大会が終わり、生徒はまたそれぞれ、新

たな目標に向かってスタートすることになります。 
女子ソフトテニス部の菊池さん、片野さんは、県大会

上位入賞、さらに東北大会等上位大会への進出が目標と
なります。期待しています。今大会で部活を引退する３
年生は、今後は進路実現が一番の目標になります。１、
２年生は、今大会の反省を基に、新人戦に向けて新たな
気持ちで部活に取り組むことが課題です。 

 

【第６２回福島県総合体育大会県南総合体育大会６/４･５】 

○ ソフトテニス競技 女子個人戦 ベスト８  

菊池・片野ペア （県大会出場） 

【女子バスケットボール部】 鈴木 さん 
【男女ソフトテニス部】   菊池 さん 

鈴木さんと菊池さんは、長年、外部コーチとして部活動
を指導してくださっています。 

競技の専門的な技術指導はもとより精神面での助言も
してくださり、お陰様で、生徒は県南中体連大会でも持て
る力を存分に発揮することができました。 

お二人には、紙面を借りて改めて感謝申し上げます。 

県南中体連大会に先立ち、先週、
金曜日に県南中体連選手壮行会を
行いました。藤井さんの激励の言
葉に続き、応援団長の髙澤さんの
呼びかけにより、全校生が気持ち
を一つにして、選手に激励のエー
ルを送りました。 
最後に、選手を代表してサッ

カー部長の鈴木さんが、「感謝の気
持ちを忘れずに大会に参加しま
す」と誓いの言葉を述べました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

りませんでした。１年生の頃、私は３人が少し苦手で、関わ
るのが怖かったことがありました。でも、３人が、１人で居
る私に、「優里もこっちでいっしょにやろう。」と言ってくれ
たことがきっかけで、３人と話すようになりました。それか
ら徐々に仲良くなり、今では３人が大好きなメンバーになり
ました。日々の練習の時や大会の時、何度も３人に救われま
した。 
私は、大髙先生にチーム練習の時、狙われて、何本も私の

所にサーブが来ました。しかし、サーブカットがコートの中
に上がらず泣き出したい気持ちでいっぱいになりました。す
ると、３人が駆け寄ってきて、「優里は強いから大丈夫だよ。」
と言ってくれました。３人が声をかけてくれなかったら、私
は泣いていたかもしれません。３人には感謝の気持ちしかあ
りません。本当にありがとう。 
そして、もう２人、感謝の気持ちを伝えたい人がいます。

大髙先生と静香先生です。大髙先生と静香先生には、何度も
辛いことから助けてもらいました。私は、とても涙もろく、
すぐ泣いてしまうことがたくさんあります。特に、今年の中
体連のシード権決めの大会の時、私はスパイクが決まらず、
試合が終わると泣いてしまいました。すると、大髙先生と静
香先生に、「悔しいのは、優里１人だけじゃないよ。皆、同
じ気持ちだよ。」と言われ、はっとさせられました。皆が上
げてくれたボールを打つことができなくて、自分が情けなく
なりました。 
私には、大好きな３人と後輩。そして、先生方がいます。

１人で戦うのではなく、６人という一つのチームで頑張りた
いと思いました。そして、大好きなメンバーと過ごせる時間
を大切にしていきたいと思います。 
 

 
 
 

ーボールは難しいスポーツです。綺麗なレシーブ、正確な
トス、強いスパイクが主に基本です。しかし、現在の私た
ちは、全てが完璧とは言えません。 
練習では主に、レシーブ練習、サーブ練習、スパイク練

習をしてきました。練習では、レシーブやトスを綺麗に上
げることができ、強いスパイクが打てるのに、練習試合や
大会になると、皆、力が入ってしまい、一本目からミスを
してしまいます。しかし、そんな時、すぐにチームメイト
が「足、動かして。」や「声出して。」と声をかけてくれま
す。その一言により、皆が次々に声を出して、いつの間に
かいつものバレー部に戻っています。そのチームメイトの
一言がなかったら、私も皆も暗い気持ちのままだったと思
います。 
この他にも、ある先輩から言われた言葉があります。そ

れは、「試合だからちゃんとやるんじゃなくて、練習でもち
ゃんとやれば試合でもできる。」という心強い言葉です。そ
の言葉を聞いた時、私は心から納得させられました。それ
以来、その言葉を胸に、毎日の練習に励んできました。 
今まで支えてくれた先生方、保護者の方々、何より、一

緒のコートに立って戦ってきたチームメイトに感謝をしな
がら、中体連に臨みたいと思います。 

２学年の体育の授業（松岡先生）は、陸上競技の走り
高跳びを学習しています。 
授業のねらいは、「自己記録更新を目標に、より高く

跳ぶためのフォームを身につける」です。生徒は、「踏
切の強さ」、「助走のリズム」、「腕の使い方」、「足の空中
動作」の４つの観点から、ペアで話し合ってフォームを
見直したり、フォームの改善に適したメニューを選択し
たりして、大変意欲的に練習を重ねました。 
 フォームの課題について思考し、練習方法を適切に判
断し、競技力を着実に高めることができた授業でした。 

私は、バレー部に所属しています。 
私には、大好きなバレーのメンバーが３

人います。しかし、最初から大好きではあ
りませんでした。１年生の頃、私は３人が
少し苦手で、関わるのが怖かったことがあ
りました。でも、３人が、１人で居る私に、
「優里もこっちでいっしょにやろう。」と
言ってくれたことがきっかけで、３人と話
すようになりました。それから徐々に仲良
くなり、今では３人が大好きなメンバーに
なりました。日々の練習の時や大会の時、
何度も３人に救われました。 
私は、大髙先生にチーム練習の時、狙わ

れて、何本も私の所にサーブが来ました。
しかし、サーブカットがコートの中に上が
らず泣き出したい気持ちでいっぱいになり
ました。すると、３人が駆け寄ってきて、「優
里は強いから大丈夫だよ。」と言ってくれま
した。３人が声をかけてくれなかったら、
私は泣いていたかもしれません。３人には
感謝の気持ちしかありません。本当にあり
がとう。 
そして、もう２人、感謝の気持ちを伝え

たい人がいます。大髙先生と静香先生です。
大髙先生と静香先生には、何度も辛いこと
から助けてもらいました。私は、とても涙
もろく、すぐ泣いてしまうことがたくさん
あります。特に、今年の中体連のシード権
決めの大会の時、私はスパイクが決まらず、
試合が終わると泣いてしまいました。する
と、大髙先生と静香先生に、「悔しいのは、
優里１人だけじゃないよ。皆、同じ気持ち
だよ。」と言われ、はっとさせられました。
皆が上げてくれたボールを打つことができ
なくて、自分が情けなくなりました。 
私には、大好きな３人の後輩。そして、

先生方がいます。１人で戦うのではなく、
６人という一つのチームで頑張りたいと思
いました。そして、大好きなメンバーと過
ごせる時間を大切にしていきたいと思いま
す。 
 

 
 
 

私の中学校生活の部活が、もう少しで終
わりを告げているかのように思います。 
どのスポーツも同じだと思いますが、バレ
ーボールは難しいスポーツです。綺麗なレ
シーブ、正確なトス、強いスパイクが主に
基本です。しかし、現在の私たちは、全て
が完璧とは言えません。 
練習では主に、レシーブ練習、サーブ練習
、スパイク練習をしてきました。練習では
、レシーブやトスを綺麗に上げることがで
き、強いスパイクが打てるのに、練習試合
や大会になると、皆、力が入ってしまい、
一本目からミスをしてしまいます。しかし
、そんな時、すぐにチームメイトが「足、
動かして」や「声出して」と声をかけてく
れます。その一言により、皆が次々に声を
出して、いつの間にかいつものバレー部に
戻っています。そのチームメイトの一言が
なかったら、私も皆も暗い気持ちのままだ
ったと思います。 
この他にも、ある先輩から言われた言葉が
あります。それは、「試合だからちゃんと
やるんじゃなくて、練習でもちゃんとやれ
ば試合でもできる。」という心強い言葉で
す。その言葉を聞いた時、私は心から納得
させられました。それ以来、その言葉を胸
に、毎日の練習に励んできました。 

過日、文書でお知らせしました通り、８日（土）の午前
６時から午前７時まで、ＰＴＡ親子奉仕作業を行います。
保護者の皆様には、ご協力よろしくお願いします。 

なお、雨天・荒天の場合は中止となります。中止の連絡

は、当日の朝、５時半までに、一斉メールで配信します。 

来週、担任による二者面談を実施します。県南中体連
大会も終わり１学期後半を迎えます。 

この機を捉え、学習、進路、部活、友人関係などにつ
いて相談を行い、新たな目標をもって充実した学校生活
を送ることができるように、相談を通して支援します。 

朝 朝会

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 〇

朝 朝読

給食 〇

部活 ×

１５日（土）

１６日（日）

　来 週 の 主 な 行 事 予 定

１１日
（火）

□カウンセラー来校
□二者面談（火の２カット）
□ＰＴＡ教養部会１９：００～

□東白川郡ＰＴＡ連合協議会研修会　１３：３０　ユーパル

１０日
（月）

□二者面談（木のカット）
□甲状腺検査（９：００～１２：３５　会議室）

１４日
（金）

１２日
（水）

□二者面談（水の６カット）
□３学年思春期講座（５校時）

１３日
（木）

□全校朝会・生徒発表
□二者面談（月の１カット）
□部活動は１７：００まで（～１４日まで）

□職員打合せ　□読み聞かせ３年杉鮎
□二者面談
□週番引継ぎ（１班⇒２班）


